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JＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会、代表理事理事長 村山 美彦）は、アジア開発銀行（以

下「ＡＤＢ」）が発行する債券を担保資産として活用する世界初のキャットボンド※「Nakama Reシ

リーズ 2025-1 クラス１」（以下、「Nakama Re 2025-1」）を令和７年４月 16 日（水）に発行しまし

た。 

この発行により、ＪＡ共済連は国際復興開発銀行（以下「ＩＢＲＤ」）、欧州復興開発銀行（以下

「ＥＢＲＤ」）およびＡＤＢの各国際機関の債券をキャットボンドの担保資産に活用した世界初の

スポンサーとなりました。 

※発生する確率は低いが発生した場合の損害規模が大きい巨大災害リスクを証券化し、機関投資家に発行すること

で、将来の巨大災害発生に備えた資金を調達する仕組み 

■Nakama Re 2025-1の概要 

 

 

 

 

 

 

本キャットボンド（５年満期、額面１．００億米ドル）は、建物更生共済における将来の巨大

地震発生に備えた資金を調達するために、シンガポールの特別目的再保険会社である「Nakama Re 

Pte. Ltd.」より機関投資家向けに発行しております。 

本会は、あらかじめ定めた支払共済金を超過する地震が日本国内で発生した場合に、その超過額

に応じて償還予定元本の一部または全部を、特別目的再保険会社「Nakama Re Pte. Ltd.」から   

本会への支払再保険金として回収し、ご契約者の皆さまに対する支払共済金に充当します。 

＜スキーム図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ共済連 
特別目的再保険会社 

Nakama Re Pte. 

Ltd. 

機関投資家 

所定の地震発生時 

には、再保険金を回収 

再保険料 

投資元本の払込み 

償還時元本※、 

利払い＋運用利回り 

 

※ 所定の地震発生時には、 
元本の一部または全部が減額される。 

運用利回り 元本  

信託銀行にて運用 

N e w s  R e l e a s e 
キャットボンド「Nakama Re 2025-1」の発行について 

～地震リスクを証券化 アジア開発銀行の債券を活用した発行としては世界初～ 

 

 

＜Nakama Re 2025-1＞ 

発 行 体：Nakama Re Pte. Ltd.  スポンサー：JＡ共済連 

発行金額：額面１．００億米ドル（約１４５億円、1米ドル=１４５円にて換算） 

期  間：令和７年４月～令和 12年４月（５年満期） 

対  象：日本国内の地震     利 回 り：２．１０％ 



■ADBを活用する背景 

本会では、農業と地域社会の持続的発展に貢献するとともに、地域社会を構成する一員としての

社会的役割を果たすことを掲げる本会の「サステナビリティ方針」に基づき、運用収益を確保しつ

つ気候変動をはじめとする社会課題解決への貢献を図るため、ＥＳＧ投資およびスチュワードシッ

プ活動からなる責任投資に取り組んでいます。 

キャットボンドへの投資を行う機関投資家の多くは、スポンサーのＳＤＧｓおよび責任投資への

取組みについての関心が高く、本会としても過去の発行において、上記の取り組みを投資家に開示

するとともに、実績のあるＩＢＲＤやＥＢＲＤが発行する債券を担保資産として活用しております。 

上記から、今回のキャットボンド発行においては、「極度の貧困を根絶する取り組みを続けなが

ら、豊かでインクルーシブ、災害等のショックに強靭で持続可能なアジア・太平洋地域の実現」を

目的とした債券を発行するＡＤＢを活用します。 

 

■今回発行するキャットボンドの特徴 

日本国が所在し、協力し合いながら共に経済発展をしてきたアジア・太平洋地域にフォーカスし

た形でのＳＤＧｓやＥＳＧに貢献するべく、機関投資家より調達した元本を『極度の貧困を根絶す

る取り組みを続けながら、豊かでインクルーシブ、災害等のショックに強靭で持続可能なアジア・

太平洋地域の実現』を目的とするＡＤＢが発行する債券にて運用する点が、今回発行するキャット

ボンドの最大の特徴であり、世界初の取組みとなります。 

 

＜参考＞これまでのキャットボンド発行にかかる取組内容 

Nakama Re 2023-1※ 

（令和５年４月） 

〇 機関投資家より調達した本キャットボン

ドの元本は、世界各地のグリーンプロジ

ェクトの支援を行っているＥＢＲＤが発

行する債券に投資しています。 

〇 キャットボンド有効期間中に、ＪＡ共済

連が実施したＥＳＧテーマ型投資の内容

について機関投資家に対し適宜情報開示

を行いました。 

〇 ＪＡ共済連が実施

しているＳＤＧｓお

よびＥＳＧ投資への

取り組みに関して、機

関投資家に向けた情

報開示を行いました。 

 

Nakama Re 2024-1 

（令和６年４月） 

〇 機関投資家より調達した本キャットボン

ドの元本は、貧困撲滅・持続可能な経済成

長等を目的とした途上国支援を行うプロ

ジェクト投資を行うＩＢＲＤが発行する

債券に投資しています。 

※詳細は、ニュースリリース「キャットボンド「Nakama 2023-1」の発行について」参照 

ＵＲＬ：https://www.ja-kyosai.or.jp/news/2023/20230428.html 

 

 

ＪＡ共済連では、今後も健全な経営の維持に取り組むことで、組合員・利用者の皆さまの信頼と

期待に応え、「安心」と「満足」を提供してまいります。 

以 上 

https://www.ja-kyosai.or.jp/news/2023/20230428.html

